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地域の防災力を高めよう地域の防災力を高めよう地域の防災力を高めよう地地域域のの防防災災力力をを高高めめよようう

No.７０３

１５日～２１日は「防災とボランティア週間」昨
年
は
、
台
風
２３
号
に
よ
っ

て
、
徳
島
市
で
も
、
床
上
浸
水

な
ど
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

こ
の
台
風
直
後
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
被
災
世
帯
の

復
旧
支
援
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
、
９８
人
の
登
録

を
得
て
、

延
べ
１

４
５
人

の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
要
請
の
あ
っ
た
家
庭

に
赴
き
、
家
具
や
畳
の
運
び
出
し
、

泥
の
か
き
出
し
、
ご
み
処
理
、
消

毒
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
際

に
も
、
市
社
協
の
呼
び
か
け
で
集

ま
っ
た
、
学
生
、
会
社
員
、
看
護

師
な
ど
１４
人
の
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
小
千
谷
市
の
復
興

支
援
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

こ
の
経
験
を
今
後
の
防
災
活

動
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、

こ
の
時
の
参
加
者
の
意
見
な

ど
を
参
考
に
、
災
害
復
旧
の

支
援
活
動
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
、
正
式
に
組
織
化

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、

先
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

参
加
者
を
中
心
に
登
録
メ
ン
バ

ー
を
募
り
、
今
月
２２
日
に
組
織

を
発
足
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。発

足
後
は
、
研
修
な
ど
を
通

じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
技
術

面
や
知
識
面
で
の
レ
ベ
ル
向
上

を
図
り
、
大
規
模
災
害
な
ど
の

発
生
地
域
に
随
時
派
遣
す
る
と

と
も
に
、
今
後
発
生
が
予
測
さ

れ
て
い
る
南
海
・
東
南
海
地
震

に
も
対
処
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
く
方
針
で
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

現
在
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
へ
の
登
録
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
の

と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

﹇
登
録
の
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先
﹈
徳
島
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
徳
島
市
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
�
（
６
２
５
）

４
８
１
５

「
徳
島
市
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
」

（
仮
称
）
が
２２
日
発
足

自自分分たたちちののままちちはは自自分分たたちちでで守守るる

登
録
者
募
集

ごみを分別するボランティア（小千谷市）
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
１０
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

震
災
で
は
、
６
千
人
以
上
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
方

で
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
多
く
の
人
命
が
救
わ
れ
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
「
自
助
」
の
大
切
さ
や
、
地
域

住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
人
と
人
と
が
助
け
合
う
「
共
助
」

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
１
月
１５
日
〜
２１
日
は
、
「
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
で
す
。
災
害
か
ら
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る

た
め
、
い
ま
自
分
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組

織
の
結
成
を

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

救
助
さ
れ
た
３
万
５
千
人
の
う

ち
、
約
２
万
７
千
人
が
家
族
や

近
所
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
救
出

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
助
け
合
い
は
、

救
助
だ
け
で
な
く
、
火
災
が
発

生
し
た
と
き
の
初
期
消
火
活
動
、

被
災
後
の
生
活
面
で
も
重
要
と

な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、

こ
う
し
た
共
助
の
力
を
十
分
発

揮
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら

地
域
で
の
体
制
づ
く
り
を
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
消
防
局
で
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
以
降
、
町
内
会
や
自

治
会
単
位
で
の
自
主
防
災
組
織

の
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住

民
の
連
帯
感
に
基
づ
く
防
災
組

織
で
、
災
害
発
生
時
に
は
、
住

民
同
士
が
互
い
に
助
け
合
っ
て

防
災
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
こ
う
し

た
組
織
を
つ
く
り
、
定
期
的
な

訓
練
な
ど
に
よ
っ
て
、
防
災
技

術
や
知
識
を
身
に
つ
け
、
ま
た
、

住
民
同
士
で
、
地
域
内
の
防
災

上
の
問
題
点
を
確
認
し
、
い
ざ

と
い
う
場
合
の
役
割
分
担
や
連

携
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お

く
こ
と
で
、
ま
ち
の
防
災
力
は

大
き
く
高
ま
り
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
、
２
９
８

の
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
、
３

万
２
７
５
２
世
帯
が
加
入
し
て

い
ま
す
。
未
結
成
地
区
の
皆
さ

ん
は
、
自
治
会
や
町
内
会
で
話

し
合
い
、
ぜ
ひ
自
主
防
災
組
織

を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市

消
防
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
消
防
局

防
災
対
策
室
�
（
６
５
６
）

１
１
９
９

週
間
に
ち
な
ん
だ
行
事

市
消
防
局
で
は
、
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
、
お
よ
び
、

こ
の
前
後
の
期
間
に
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
防

災
訓
練
や
図
上
訓
練
、
教
職
員

対
象
の
救
命
講
習
、
地
域
防
災

無
線
に
よ
る
通
信
訓
練
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
一
般
の
市
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
次
の
行
事
を
実

施
し
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ア

﹇
と
き
﹈
１
月
１９
日
�
〜
２２
日

�
９
時
〜
１７
時

﹇
と
こ
ろ
﹈
ふ
れ
あ
い
健
康
館

（
沖
浜
東
２
）１
階
き
っ
か
け
空
間

﹇
内
容
﹈
防
災
グ
ッ
ズ
や
新
潟

県
中
越
地
震
の
写
真
パ
ネ
ル
を

展
示
。

◆
市
民
防
災
研
修
会

﹇
と
き
﹈
１
月
３０
日
�
１０
時
〜

１２
時

﹇
と
こ
ろ
﹈
市
役
所
１３
階
大
会

議
室

﹇
内
容
﹈
講
演
「
迫
り
来
る
自

然
災
害
に
地
域
で
備
え
よ
う
！
」

﹇
講
師
﹈
工
学
博
士

中
野
晋

さ
ん定

員
は
先
着
２
８
０
人
。

﹇
申
し
込
み
先
﹈
消
防
局
予
防

課
�
（
６
５
６
）
１
１
９
３

非常持出品は、地震が発生して避難するとき、ま
ず最初に持ち出すものです。避難するとき両手が使
えるようリュックなどにまとめ、すぐに取り出せる
場所に置いておきましょう。また、食品類の賞味期
限や乾電池などは定期的に点検しましょう。

◆非常備蓄品
災害発生から支援体制が整うまでの数日間（最低

３日分）を過ごすために、食品、水、燃料、生活用
水（風呂や洗濯機に備蓄）、毛布、寝袋などを準備し
ておきましょう。

ふふだだんんのの備備ええ、、再再点点検検！！ 非非常常持持ちち出出しし品品をを備備ええるるご家庭でも万全の防災対策を
鎖と金具
で数箇所
留めて補
強。蛍光
灯は蛍光
管の落下
を防ぐた

め、両端を耐熱テープで留める。

食器の飛び出
しを防ぐため
には滑り止め
シートやふき
んなどを置く。
扉が開かない
ように金具を
取りつける。

室室内内のの安安全全をを確確保保すするる
�家の中に逃げ場となる「家具のない安全なスペース」
をつくりましょう。
�就寝中に地震が発生した場合など、倒れやすい家具
があると危険です。寝室、子どもやお年寄りのいる部
屋には、できるだけ家具を置かないようにしましょう。
�安全に避難するための通路を確保するため、出入口
や通路には物を置かないようにしましょう。

家家具具のの転転倒倒・・落落下下をを防防止止すするる
阪神・淡路大震災では、多くの人が家具などの転倒

や落下で死亡したり、負傷しました。家具の形状に合
わせた転倒防止金具などで柱や壁に固定しましょう。

屋屋外外のの危危険険個個所所ををチチェェッッククすするる
不安定に設置されたブ

ロック塀や屋根のアンテ
ナなどは、倒壊し、凶器
となるおそれがあります。
よく点検し、必要な場合
は補強しておきましょう。
また、ベランダなど落ちる危険のある場所に、鉢植

えなどは置かないようにしましょう。

家家族族でで防防災災ににつついいてて話話しし合合うう
災害は突然襲ってきます。いざというときに冷静に

対処できるよう、日ごろから家族全員で、役割分担、
連絡方法、避難場所などについて話し合っておくこと
が大切です。
話し合いの中で防災意識を高めていくことから、わ

が家の地震対策を進めていきましょう。

照明機器食器棚

通帳
など

非常食品飲料水

１日分１
人３�を
目安に

免許証・健康保険
証のコピーも定期的に入れ換える

現金 携帯ラジオ
空のフィル
ムケースが
役立つ

懐中電灯

生活用品
衣類 予備の電池も

耐震粘着マット突っ張り棒タイプL字金具

家具などを傷つけず
にすむ耐震粘着マッ
トなども市販されて
いる。

天井に家具を支える
強度がある場合は、
突っ張り棒タイプも
有効。

背の高い家具はL字
金具で固定。二段重
ねの場合は、平型金
具で連結する。

救急用品

常備薬も
忘れずに

断水時にはウエット
ティッシュが重宝 紙製品の下着なども便利

月１５日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

12005 平成１７年１月１日現在

人 口 ２６２，８１６人
男 １２５，２７１人
女 １３７，５４５人

世帯数 １０７，３９０世帯
面 積 １９１．３７�

徳島市は「子育て支援都市宣言」を行い、子どもと子育てに優しいまちを目指しています。

●徳島市の広報番組

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『こんにちは徳島市です』（ケーブルテレビ徳島）毎日４回週替わりで放送
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2,900

3,000

3,100

3,200

11年度�

3,164

12年度�

単位：百万円�

2,806

13年度�

2,830

14年度�

2,750
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第７０３号 平成１７年１月１５日 （２）

増増増増増増
加加加加加加
がががががが
見見見見見見
込込込込込込
まままままま
れれれれれれ
るるるるるる
老老老老老老
人人人人人人
医医医医医医
療療療療療療
費費費費費費

〜〜
健健
康康
づづ
くく
りり
とと
適適
正正
なな
医医
療療
でで
抑抑
制制
をを
〜〜

徳
島
市
の
平
成
１５
年
度
の
老

人
保
健
受
給
対
象
者
は
３
万
２

４
５
６
人
で
、
受
給
対
象
年
齢

の
引
き
上
げ
（
平
成
１４
年
１０
月

に
７０
歳
以
上
か
ら
７５
歳
以
上

へ
）に
よ
り
減
少
し
ま
し
た（
表

１
参
照
）。

ま
た
、
老
人
保
健
医
療
費
は

２
７
０
億
３
５
１
６
万
円
で
、

介
護
保
険
制
度
の
導
入
に
よ
り

平
成
１２
年
度
以
降
は
減
少
し
て

い
ま
す
（
表
２
参
照
）。

し
か
し
、
徳
島
県
全
体
と
比

較
す
る
と
、
徳
島
市
の
一
人
当

た
り
の
老
人
医
療
費
は
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
ま
す
（
表
３

参
照
）。

今
後
は
、
高
齢
化
に
よ
り
老

人
医
療
受

給
者
数
の

増
加
が
見

込
ま
れ
る

こ
と
や
、

医
療
技
術
の
高
度
化
が
進
む
こ

と
な
ど
か
ら
、
老
人
医
療
費
は

増
加
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
は
高
齢
者
が

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
国
民
み
ん
な
が
協
力
し

合
っ
て
費
用
を
負
担
し
て
い
ま

す
。
大
切
な
医
療
費
を
ム
ダ
づ

か
い
し
な
い
よ
う
、
一

人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か

ら
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
と

上
手
な
受
診
を

高
齢
に
な
る
と
病
気

に
か
か
り
や
す
く
、
ま

た
治
り
に
く
く
な
る
た

め
、
ど
う
し
て
も
医
者

に
か
か
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
や
適
度
な
運
動
で
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

か
か
っ
た
医
療
費
に
関
心
を
持

ち
、
適
正
な
医
療
を
受
け
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
か
か
り
つ
け
の
医
者
を
持
ち
、

指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う

▼
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う

▼
重
複
診
療
や
は
し
ご
受
診
は

や
め
ま
し
ょ
う

表１ 老人医療受給者数の推移

保育日は、１カ月に１４日
を限度として週３日まで。
実施保育園は右表のとおり。
※４月から新たに四国大学
附属保育所でも実施。
［対象］市内に在住し、住
民基本台帳に登録または外
国人登録している家庭で�
保護者の仕事や家庭の事情
などで一時的に保育に欠け
る�平成１７年４月１日現在、
小学校就学前である―児童。
ただし、幼稚園児は除き
ます。
［保育時間］８：３０～１７：００
［保育料］１日１，８００円
［申し込み］２月１日�～
２８日�に各保育園へ
［問い合わせ先］各保育園、
保育課（�６２１－５１９３）

一一一一一一一一一一一一一一一一時時時時時時時時時時時時時時時時的的的的的的的的的的的的的的的的保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育のののののののののののののののの新新新新新新新新新新新新新新新新規規規規規規規規規規規規規規規規入入入入入入入入入入入入入入入入所所所所所所所所所所所所所所所所平成１７年度

申申しし込込みみをを
受受けけ付付けけまますす

表２ 老人保健医療費の推移

表３ １人当たりの老人保健医療費の状況

保険料を納められないときは
免免除除制制度度ををごご利利用用くくだだささいい

国民年金の保険料は、２０歳か
ら６０歳になるまでの４０年間納め
ます。長い人生の間には、経済
的な理由などからどうしても保
険料を納められないときがあり
ますが、保険料を未納のままに
しておくと、将来年金を受けら
れない場合があります。
保険料の納付が著しく困難な
場合は、免除制度（右表参照）
がありますので、ご相談ください。
ただし、申請免除が承認されると、その
期間は資格期間として計算されますが、免
除を受けた期間の年金額は、通常の３分の
１になります（半額免除の場合は３分の２）。
また、保険料の免除を受けた期間は、将

来納められるようになった場合に、１０年前
までさかのぼって追納することができます。
追納すると年金額は通常に納付した場合と
同じになります。
［問い合わせ先］保険年金課国民年金係
（�６２１－５１６１）

危危
険険
物物
はは
ごご
みみ
にに
出出
ささ
なな
いい
でで

収収収
集集集
車車車
ややや
処処処
理理理
施施施
設設設
ででで
火火火
災災災
ややや
爆爆爆
発発発
事事事
故故故
ががが
発発発
生生生

収
集
し
た
ご
み
の
中
に
含
ま

れ
る
危
険
物
（
ラ
イ
タ
ー
、
ス

プ
レ
ー
缶
、
卓
上
コ
ン
ロ
の
ガ

ス
ボ
ン
ベ
缶
）
に
よ
る
、
収
集

車
の
火
災
や
不
燃
物
減
量
・
再

資
源
化
施
設
の
爆
発
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
は
、
次
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
中
身
（
ガ
ス
）
を
使
い
切
る

▼
ス
プ
レ
ー
缶
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ

は
、
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
で

穴
を
あ
け
る

ま
た
、
作
業
中
の
け
が
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
ガ
ラ
ス
片
、
蛍

光
灯
、
刃
物
な
ど
は
、
新
聞
紙

や
厚
紙
で
包
ん
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
毒
物
・
劇
物
・
農
薬

な
ど
が
入
っ
て
い
た
空
き
缶
や

空
き
び
ん
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど

は
ご
み
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
処
理
に
つ
い
て
は
販
売
店

ま
た
は
専
門
処
理
業
者
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

危険物による収集車の火災

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
な
が
い

き
課
�（
６
２
１
）５
２
７
８

寒気厳しい毎日です。暖房器具を使用す
る機会も多いことでしょう。例年、この時
期には、ストーブ等が原因となる火災が発
生しています。火災を予防するため、スト
ーブ等の取り扱いに十分注意しましょう。
�ストーブの近くに、紙や衣類など燃えや
すいものを置かない。また、器具はカーテ
ンなどから離して置くこと。
�ストーブの近くでスプレー缶など引火の

危険があるも
のは使用しな
いこと。
�給油の際に
は、必ず火を
消すこと。
�就寝時や外
出時には、完
全に消火して
いることを確認すること。
�その他、取扱説明書に従い、正しい方法
で器具を使用すること。
［問い合わせ先］消防局予防課（�６５６－
１１９３）

石石油油スストトーーブブななどどはは
安安全全なな取取りり扱扱いいをを

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
生
活
環

境
課
�（
６
２
１
）５
２
０
２

スプレー缶やガスボンベ缶は、穴をあけて
から出してください

◆豊臣秀吉ゆかりの六ひょうたんめぐり
２月３日�〈日帰り〉
８，８００円（昼・夕食付き）
◆北陸カニ料理食べ放題と長浜の盆梅展
１月２９日�・３０日�、２月５日�・６日�
・１２日�〈日帰り〉
９，８００円（昼・夕食付き）
◆神戸・南京町春節祭＆フリータイム
２月９日	〈日帰り〉
３，９００円（食事なし）
◆ベゴニアの花咲くなばなの里
２月１３日�・１９日�〈日帰り〉
９，５００円（昼・夕食付き）
◆兼六園・雪吊りと山中温泉ゆげ街道
２月１３日�～１４日�、２５日
～２６日�
〈１泊２日〉
２７，５００円（５食付き）
問 市バス観光係（�６５２－２１３３）

［譲ります］（品名、経過年数、価格）
�電動ミシン（机型）、３０年、無償�一輪
車、不明、無償�キックスケーター、不
明、無償�エレクトーン、２５年、無償�
ハムスターのかご（３０×２５×３０㌢）、不明、
無償�折りたたみ式ベッド、３年、無償
�ワープロ、１０年、無償�ルームランナ
ー、５年、無償�噴霧器（４㍑）、新品、
無償�オルガン、３０年、無償
［譲ってください］ロックミシン、ミシ
ン（収納型）

申 はがきに希望の品（１人１品目）・住
所・名前・電話番号を記入し、１月２０日
�までに消費生活センター（〒７７０－０８３４
元町１ �６２５－２３２６ 火曜日・祝日は休
み）へ。同２１日
に抽選し、当選者に連
絡します。

ガガガガガガララララララスススススス工工工工工工芸芸芸芸芸芸
ミミミミミミニニニニニニワワワワワワーーーーーーククククククシシシシシショョョョョョッッッッッッププププププ

［とき］１月３０日� １３：３０～１６：３０（受
け付けは１６：００まで）
［ところ］シビックセンター３階ロビー
［内容］サンドブラスト法でワイングラスや
小皿にバレンタインにちなんだ絵柄を加工
［対象］小学生以上
［材料費］１個７００円～９００円
［問い合わせ先］徳島市文化振興公社（�
６２６－０４０８）

1/30
開催

ボボボボボボラララララランンンンンンテテテテテティィィィィィアアアアアアとととととと
希希希希希希望望望望望望講講講講講講座座座座座座をををををを募募募募募募集集集集集集

いつでも・どこでも・だれでも学ぶこと
ができ、そして教えることもできる生涯学
習の場・徳島学遊塾運動の講座の企画・運
営などを行うボランティアを募集します。
また、開いてほしい講座内容を募集中。
あなたのアイデアを魅力あるゼミナール
づくりに生かします。
［問い合わせ先］学遊塾運営センター
（�６５７－０１９４）

徳徳島島
学学遊遊塾塾

市バス旅への誘い不用品活用

民
金金

国国
年

◆障害基礎年金の受給権者になったとき（全額免除）
◆生活保護を受けているとき（全額免除）
（生活保護を受け始めたとき、廃止になったときは、
徳島市への届け出が必要です）

所得が一定以下で、保険料の納付が困難な人は、申請
により保険料の全額（月１３，３００円）が免除されます。

所得が一定以下で、保険料を全額納付することが困難
な人は、申請により保険料の半額（月６，６５０円）が免
除されます。

法
定
免
除

申
請
免
除

対象年齢

０～２歳前半

１歳後半～

０～２歳前半

１歳後半～

２歳～

１歳～

１歳後半～

１歳後半～

１歳後半～

１歳後半～

１歳後半～

１歳～

１歳後半～

１歳～

１歳後半～

１歳後半～

１歳～

１歳～

１歳～

定 員

各日３人程度

〃１５人程度

〃 ３人程度

〃１０人程度

〃１５人程度

〃１５人程度

〃１５人程度

〃１５人程度

〃２０人程度

〃１５人程度

〃１５人程度

〃 ４人程度

〃 ６人程度

〃１５人程度

〃１５人程度

〃１５人程度

〃 ６人程度

〃２０人程度

〃１５人程度

電話番号

６２２‐８５８７

６２２‐６３８３

６２５‐８６７６

６５４‐７５２１

６２５‐７５２４

６３１‐３０８３

６３１‐７２８９

６３２‐０６５４

６６８‐２１１５

６６５‐３５６１

６６５‐１５１０

６５３‐７５４５

６６３‐２４３５

６２６‐１９１１

６２６‐３２３２

６３２‐２３３３

６６５‐７７６８

６０２‐４８６０

６６４‐４８８８

所 在 地

福島一丁目

北出来島町１丁目

南前川町３丁目

南佐古三番町

住吉二丁目

名東町１丁目

北矢三町二丁目

中島田町３丁目

八万町大坪

川内町大松

川内町下別宮西

住吉一丁目

大原町中須

中吉野町１丁目

中昭和町４丁目

北田宮二丁目

川内町鶴島

寺島本町西２丁目

北沖洲三丁目

保育園名

阿波国慈恵院

出 来 島

前 川 乳 児

南 佐 古

さ く ら

若 松

青 葉

島 田

ひ ま わ り

く る み

川内南アコール

わ か ば

大 原

助 任

育 英

青 嵐

川内わかば

四国大学附属

め だ か

対前年度伸び率
３．８７％
３．９６％
４．２０％
６．４５％
△２．３６％

受給者数（人）
２８，８２８
２９，９７０
３１，２２９
３３，２４２
３２，４５６

１１年度
１２年度
１３年度
１４年度
１５年度

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



◆園芸教室（冬コース）
内 容

部屋を飾るボンサイ

自然流コンテナガーデン

ハンギングバスケット

［時間］１０：３０～１２：３０［講師］生田誠治さん
［定員］２０人（抽選） ［参加費］３，０００円（３回分）

◆フラワーアレンジメント教室（冬コース）
内 容

ウエディングブーケ

プレゼント花束

バスケットアレンジメント
（イースター）

［時間］１３：００～１５：００［講師］古賀好恵さん
［定員］２０人（抽選） ［参加費］６，０００円（３回分）

講習日

２月９日�
２月１６日�
２月２３日�

講習日

２月２５日�
３月４日�

３月１８日�

１回

２回

３回

１回

２回

３回

内 容

・徳島市の現状についての話
・運動の実技「始めませんか？体
にいい運動を」

・栄養の話「バランスの良い食事
について」

・健康手帳の活用方法について

いずれも１３：３０～１５：３０（受け付けは１３：００～）
両日とも、健康チェックを実施。

日 付

２月８日�

２月１４日�

時 間

１４：００～１６：００

１８：３０～２０：３０

１４：００～１６：００

１８：３０～２０：３０

開催日（いずれも全４回）

１／３１～２／２１の毎週月曜日

１／３１～２／２１の毎週月曜日

２／２～２／２３の毎週水曜日

２／２～２／２３の毎週水曜日

クラス

A

B

C

D

締め切り日（必着）

１月２４日�

２月７日�

２月１４日�

※時間はいずれも１０：００～１６：００。
受講料は１，０００円（テキスト代）

※Accessは初心者でも可。Excelで簡単な関数を使っ
て表を作成できる人が対象。

講 習 名

Accessで簡単顧客管理
講習会

ビジネスに必要不可欠!
知って得するExcel関数

Excelを使ったデータ
の整理と分析

日 時

１月２６日�

２月９日�

２月１６日�

締め切り日

１月２０日�

締め切り日

１月２１日�

１月２４日�

講 習 名

データの一元管理
術活用講習会

講 習 名

インターネット（アク
セスアップ・ウイル
ス対策）活用講習
会

日 時

１月２２日�
１０：００～１２：００

日 時

１月２３日�
１３：００～１７：００

１月２６日�・
２７日�
１９：００～２１：００

班

１

２

（３） 平成１７年１月１５日 第７０３号

INFORMATION

募 集

とくしま植物園講習会
とくしま植物園緑の相談所（渋野町入道）
で。内容は下表のとおり。対象は、市内在
住または在勤の人。

申 往復はがきに、住所・名前・年齢・電
話番号・教室名・返信あて名を記入し、１
月２８日�（必着）までに、とくしま植物園
緑の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－
１ �６３６－３１３１）へ。

生活習慣病予防教室
～多家良地区から健康になろう～
多家良コミュニティーセンター（丈六町
八万免）で。内容は下表のとおり。対象は
多家良地区在住の４０歳以上の市民。定員は
２０人（先着順）。参加は無料。

申 電話で保健センター（�６５６－０５３１）へ。

食生活ダイエット相談
	２月２日�＝コンピューターによる食
生活診断	２月１６日�＝個別相談。いずれ
も１３：００～１７：００。保健センター（ふれあ
い健康館２階）栄養相談室で。１人１時間。
定員は各日先着４人。対象は４０歳以上の市
民。両日でも１日だけでも可。また、３人
までのグループでも可。無料。
申 電話で保健センター（�６５６－０５３１）へ。

ウォーキング教室
１月２４日～３月１４日の毎週月曜日１３：３０
～１５：００（１月３１日は１５：３０まで）。保健セ
ンターで。対象は医師から運動制限を受け
ていない６５歳以上の市民で、全日程参加可
能な人。過去に本講座を受講した人は不可。
内容は健康運動実践指導者、管理栄養士、
保健師による講話と実技指導。定員は２０人
（先着順）。参加は無料。
申 電話で保健センター（�６５６－０５３１）へ。

ガラス工芸体験観光
２月６日�徳島ガラススタジオ（勝占町
中須）で。
�吹きガラス体験＝９：３０～１１：４５。対象
は高校生以上。参加費２，５００円。１月２０日
�１０：００～電話受け付け。先着６人。
�サンドブラスト体験＝１３：００～１７：００。
参加費１，０００～１，５００円。当日受け付け（１５：
００まで）。
申 問 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）

ガラススタジオ
赤ちゃん誕生記念品の制作
１月２３日�９：００～１２：００。徳島ガラス
スタジオで。ガラスで赤ちゃんの足型・手
型を制作。足型は３カ月児、手型は１歳児
ぐらいから。定員は１０人（先着順）。１個

４，０００～５，０００円。
申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

いきいきパソコン教室受講生
シビックIT実践学習センター（シビック
センター３階）で下表のとおり開催。
内容は「のんびりワード、ゆっくりエク
セル」。講師は徳島大学開放実践センターか
ら派置。対象はパソコンの基本操作ができ
る人。定員は各クラス１５人（先着順）。受講
料は４，０００円。

申 徳島市文化振興公社（シビックセンタ
ー５階 �６２６－０４０８）へ。火曜日は休み。
１０時開館。

商工業従事者のための
パソコン講習会
徳島健康科学総合センター（川内町平石
住吉）で下表のとおり開催。対象は市内の
商工業従事者（市民で市外の商工業従事者
も含む）。各コース２０人（抽選）。ただし９人
以下の場合は開催中止。

申 締め切り日（必着）までに、希望講習
名・住所・名前・年齢・勤務先・パソコン歴
・電話番号・ファクス番号を、ファクスまた
ははがきで、商工労政課（
６２１－５１９６ �
６２１－５２２５ 〒７７０－８５７１ 幸町２－５）へ。

中小企業の情報化セミナー
ニューメディア徳島（福島１ 市木工会館）
で下表のとおり開催。対象は市内の中小企
業従事者（市民で市外の中小企業従事者も
含む）。定員は各１０人（抽選）。ただし、５人
以下の場合は開催中止。受講は無料。

申 締め切り日（必着）までに、ファクス

またははがきで、希望の講習会名（班）・
住所・名前・勤務先・電話番号・ファクス
番号を、商工労政課（
６２１－５１９６�６２１－
５２２５ 〒７７０－８５７１幸町２－５）へ。

催 し

第２５回市障害者福祉展
２月５日�１０：００～１７：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階きっかけ空間で。障
害のある人の作品の展示・即売のほか、茶
席、手話コーラスなど。参加は無料。
問 福祉課（�６２１－５１７７
６２１－５３００）へ。

水と緑のフェスティバル
図画コンクール作品展
１月１７日�～２８日�（土・日曜は除く）
８：３０～１７：００。市役所１階国際親善コー
ナーで。市内の小・中学生から募集した、
水と緑に関する図画の入賞作品７２点を展示。
問 開発課（�６２１－５２７０）

都市デザインセミナー
２月４日�１８：００～２０：００。市役所１３階
第一研修室で。テーマは「都市の第一印象」。
講師は建築家・藍谷鋼一郎さん。参加は無
料。申し込み不要。
問 都市デザイン室（�６２１－５２４９）

第４６回徳島市高齢者大学
１月２０日�１０：００～。郷土文化会館で。
テーマは「あたまを使って健康づくり－認
知症（痴呆）予防－」。講師は徳島大学総合
科学部助教授・三浦哉さん。対象は高齢者。
参加は無料。申し込み不要。直接会場へ。
問 ながいき課（�６２１－５１７６）

第３３回徳島市芸術祭「美術展」
２月２日�～７日�９：００～１７：００（７
日は１５：００まで）。県郷土文化会館３階で。
日本画・洋画・彫刻・美術工芸・書道・写
真・デザインを展示。入場は無料。
問 徳島市文化協会事務局（文化振興課内
�６２１－５１７８）

ふれあい健康館の催し
次のとおり、ふれあい健康館で開催。参
加は無料。
�新春ふれあい寄席＝２月５日�１３：００～
１５：００。１階ホールで。内容は徳島マジッ
ククラブ会長・中西武さんのマジックと笑
福亭学光さんの落語。定員は２００人（先着
順）。整理券が必要。
申 住所・名前・年齢・電話番号を、はが
きまたは所定の申し込み用紙で、ふれあい
健康館ボランティア係（〒７７０－８０５３ 沖浜
東２丁目１６ �６５７－０１９０）へ。
�グリーティングハートコンサート＝１月
１６日�１３：３０～１５：００。１階きっかけ空間
で。出演は四国大学三絃部と箏曲部。曲目
は「荒馬踊り」「六段の調」ほか。

�人形浄瑠璃公演＝１月２９日�１３：３０～
１５：３０。１階きっかけ空間で。ふれあい健
康館ボランティアの募集で結成された阿波
人形浄瑠璃座「とくしまふれあい座」の第
１回公演。「傾城阿波の鳴門・巡礼歌の段」
と、とくしま工芸座による「曾根崎心中天
神森の段」。
�鬼退治の豆をまこう＝１月３０日�１３：３０
～１５：３０。１階きっかけ空間で。豆まきや
ゲームなど。
問 ふれあい健康館ボランティア係（�６５７
－０１９０）

お 知 ら せ

統計調査にご協力ください
農林業の経営状況などを調査する「２００５
年農林業センサス」が、２月１日を基準日
とし、全国一斉に実施されます。
県知事の任命を受けた調査員が訪問しま
す。ご協力を。
問 情報推進課統計担当（�６２１－５４７０）

建設工事などの
登録申請を受け付け
対象は、県内に主たる営業所（本社）が
ある①建設工事業者②建設コンサルタント
業者③用地取得に係る業務を行う人（司法
書士・土地家屋調査士・不動産鑑定士・補
償コンサルタント業者）－で、競争入札に
参加希望の人。受け付けは持参のみで郵送
は不可。
有効期間は①：６月１日～平成１８年５月

３１日。②③：６月１日～平成１９年５月３１日。
申 ２月１日�～１５日�に、監理課（市役
所５階 �６２１－５３２６）で。

ツベルクリン反応検査の廃止と
BCGの接種時期の変更
結核予防法が改正され平成１７年４月１日
より、BCG接種の対象年齢が４歳未満か
ら生後６カ月未満に変更されるとともにツ
ベルクリン反応検査が廃止され、BCG直
接接種となります。
なお改正後は、生後６カ月を超えて接種
すると任意接種となり、料金は全額自己負
担。未接種の人は早期の接種を。
問 保健センター（�６５６－０５３２）

水道管の凍結にご注意を
寒さが厳しいこれからの時期には、水道
管の凍結により、水が出なくなったり、水
道管が破裂したりする場合があります。屋
外にあるむき出しの水道管や蛇口など、凍
結したり破裂しやすい箇所には、保温材な
どをとりつけるなどの防寒処置を。
なお、厳しい冷え込みが予想される時は、
蛇口を開け、割りばし程度（１分間に２００
㏄程度）の水を出しておくと凍結しにくく
なります。
申 水道局維持課（�６２３－１１８８）

所得基準（公営住宅＝月額２００，０００円以下、改良住宅＝月額１３７，０００円
以下、高齢者・障害者世帯は別基準）があります。家賃は所得などによ
り決定します。

［申し込み］２月７日�・８日�、８：３０～１７：００、市役所４階４０１会議
室で受け付け。入居申込書、所得の証明書、住民票などが必要。２月１０
日�に同会議室で抽選。
［問い合わせ先］住宅課（�６２１－５２８６）

市市営営住住宅宅のの入入居居者者をを募募集集ししまますす
平成１７年度に雇用する臨時保育士と臨時幼稚園教員の採用
試験を、２月１３日�に実施します。
［申し込み］所定の用紙で１月２４日�～２月４日�に各担当
課へ。郵送の場合は書留で（２月４日当日消印有効）。なお、
申込用紙は、市役所１階案内と各担当課にあります。郵便で
請求する場合は、封筒の表に「臨時保育士請求」または「臨
時幼稚園教員請求」と朱書し、返信用封筒（１２０円切手を貼
った角形２号）を同封してください。

保保保保保保保保育育育育育育育育士士士士士士士士・・・・・・・・幼幼幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚稚稚園園園園園園園園教教教教教教教教員員員員員員員員のののののののの臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時職職職職職職職職員員員員員員員員採採採採採採採採用用用用用用用用試試試試試試試試験験験験験験験験

臨時保育士

［会場］市役所１３階大会議室
［受験資格］都道府県知事に
対して保育士登録手続きを行
った人、または平成１７年３月
３１日までに登録手続きができ
る人
［試験内容］小論文・面接
［問い合わせ先］保育課（�
６２１－５１９５）

臨時幼稚園教員

［会場］中央公民館７階
［受験資格］昭和５０年４月２
日～同６０年４月１日生まれで、
幼稚園教諭免許状を持つか、
平成１７年３月３１日までに取得
見込みの人
［試験内容］小論文・面接
［問い合わせ先］学校教育課
（�６２１－５４１３）

募集戸数は各１戸

家賃（円）

１０，１００～１６，７００

１０，１００～１６，７００

７，７００～１２，８００

７，５００～１２，４００

５，１００～８，４００

１４，０００～２３，１００

１４，０００～２３，１００

１６，０００～２６，４００

１９，２００～３１，８００

８，７００～１４，５００

※は単身申し込みも可（ただし条件あり）。

間取り（畳）

６－４．５－３－K

６－４．５－３－K

６－４．５－３－K

６－４．５－３－K

６－４．５－DK

６－６－４．５－K

６－６－４．５－K

６－６－６－K

６－４．５－K

６－６－DK

階

５

５

４

２

３

３

４

４

１

１

建設
年度

Ｓ４７

Ｓ４７

Ｓ４２

Ｓ４１

Ｓ２７

Ｓ５１

Ｓ５１

Ｓ５２

Ｈ１１

Ｓ４６

所 在 地

新蔵町３丁目８１番地

新蔵町３丁目８１番地

末広四丁目８番２０－２４号

末広四丁目９番１５－１９号

下助任町３丁目７０番地の１

北矢三町二丁目２番５４－３０４号

北矢三町二丁目２番５４－４０４号

名東町２丁目６１番地

名東町３丁目４４９番地の２

中常三島町３丁目１４番地の１７

住 宅 名

新蔵１棟

新蔵１棟

末広８棟

末広１１棟

下助任中層

矢三２棟

矢三２棟

名東２丁目１棟

名東３丁目６棟

常三島２棟

単身
入居

※

※

※

入居
区分

公営

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

改良

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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初春の催し初春の催し初春の催し初初春春のの催催しし

第７０３号 平成１７年１月１５日 （４）

四国初のJリーグチーム―
昭
和
４８
年
１１
月
１
日
に

内
町
小
学
生
の
「
ぼ
く
た
ち

も
投
句
し
て
も
よ
ろ

し
い
か
」
の
自
主
的

な
一
声
で
こ
の
会
が

始
ま
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
方
も
、
も

う
少
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
（
第

２０
回
徳
島
子
ど
も
俳

句
集
よ
り
抜
粋
）
―

こ
れ
は
、
県
内
の

小
学
生
た
ち
の
俳
句
づ
く
り

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
え
て

き
た
「
徳
島
子
ど
も
俳
句
を

育
て
る
会
」
の
小
野
ゑ
み
会

長
の
一
文
で
す
。

以
来
、
同
会
の
俳
句
愛
好
家

約
１０
人
は
約
３０
年
に
わ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
の
俳
句
を
一
句
づ

つ
添
削
し
て
送
り
返
す
、
あ
る

い
は
俳
句
大
会
を
実
施
す
る
な

ど
、
き
め
細
や
か
な
指
導
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
高

齢
化
な
ど
で
、
昨
年
、
活
動
を

休
止
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
県
内
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
毎
月
約
５
０
０
０
句
、

ま
た
、
こ
ど
も
俳
句
大
会
時
に

は
約
２
万
も
の
俳
句
が
寄
せ
ら

れ
、
全
国
大
会
で
の
上
位
入
賞

者
も
輩
出
し
て
い
た
だ
け
に
、

活
動
休
止
を
惜
し
む
人
も
多
く
、

そ
の
中
で
、
「
引
き
継
ぐ
人
が

い
な
い
の
な
ら
」
と
声
を
上
げ
、

休
止
か
ら
数
ヶ
月
を
経
て
ス
タ

ー
ト
し
た
の
が
、
四
国
大
学
内

に
事
務
局
を
置
く
「
徳
島
子
ど

も
俳
句
の
会
（
佐
藤
久
子
代
表
、

会
員
約
２０
人
）」で
す
。

事
務
局
長
の
同
文
学
部
長
・

白
井
宏
教
授
は
「
少
々
カ
ッ
コ

よ
す
ぎ
る
言
葉
で
面
は
ゆ
い
の

で
す
が
」
と
前
置
き
し
、
「
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
状
況
の
中
で

（
本
業
以
外
に
）
自
分
た
ち
が

好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ
て
い
た

だ
け
る
の
で
す
か
ら
、
運
営
費

は
原
則
と
し
て
会
員
会
費
で
賄

い
た
い
。
会
員
は
俳
人
に
限
ら

ず
、
言
葉
や
文
学
に
関
心
が
あ

り
、
子
ど
も
と
自
然
が
好
き
な

方
な
ら
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で

す
。
こ
れ
ま
で
、
純
粋
な

目
で
子
ど
も
た
ち
の
作
品

に
接
し
続
け
た

『
育
て
る
会
』の

志
を
大
切
に
し
、

私
た
ち
も
作
品
を
通
し
て

小
学
生
と
会
話
が
で
き
れ

ば
」
と
抱
負
を
語
り
ま
す
。

昨
年
末
、
県
内
約
２
２

０
余
校
の
小
学
校
に
作
品

応
募
を
呼
び
か
け
た
ば
か

り
だ
そ
う
で
す
が
、
さ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
柔
ら
か
な

心
は
、
ど
ん
な
１７
文
字
の
言

葉
の
世
界
を
ひ
ね
り
出
す
の

で
し
ょ
う
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
四
国
大

学
内
、
徳
島
子
ど
も
俳
句
の

会
事
務
局
�
（
６
６
５
）
１

３
０
０

「「「「「「「「「「徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳島島島島島島島島島島ヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴォォォォォォォォォォルルルルルルルルルルテテテテテテテテテティィィィィィィィィィスススススススススス」」」」」」」」」」をををををををををを
支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす徳島子ども俳句の会

とと
くく
しし
まま

昨
年
１２
月
に
、
大
塚
製
薬
サ

ッ
カ
ー
部
を
母
体
と
し
た
徳
島

ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
が
、
四
国
初
の

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
し
て

日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

（
Ｊ
リ
ー
グ
）
２
部
（
Ｊ
２
）
へ

の
加
盟
承
認
を
受
け
、
今
年
３

月
か
ら
開
幕
す
る
Ｊ
リ
ー
グ
に

参
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
で
の
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム

の
誕
生
は
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の

振
興
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
徳

島
市
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
と
し
て
、
本
市

は
す
で
に
、
平
成
１６
年
度
９
月

補
正
予
算
で
、
同
チ
ー
ム
を
運

営
す
る
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株

式
会
社
（
高
本
浩
司
社
長
、
資

本
金
３
億
８
２
０
０
万
円
）
へ

の
出
資
（
１
０
０
０
万
円
）
を

決
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
徳
島
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス
の
活
動
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り

身
近
な
も
の
と
な
る
よ
う

に
、
広
報
活
動
を
通
じ
て
、

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

言
葉
と
自
然
を
大
切
に
志
を
引
き
継
ぐ

７２

上
の
写
真
は
、
徳
島
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス
の
新
し
い
ク
ラ
ブ
ロ
ゴ

（
ク
ラ
ブ
名
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

連
字
）
と
エ
ン
ブ
レ
ム
（
紋
章
）

で
、
チ
ー
ム
を
表
す
マ
ー
ク
で

す
。ク

ラ
ブ
ロ
ゴ
は
徳
島
特
産
の

阿
波
藍
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
藍
色
、

エ
ン
ブ
レ
ム
は
山
の
緑
と
吉
野

川
の
藍
色
や
、
チ
ー
ム
名
の
ヴ

ォ
ル
テ
ィ
ス
（
渦
を
意
味
す
る

イ
タ
リ
ア
語
の
造
語
）
な
ど
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
サ
ポ

ー
タ
ー
（
応
援
者
）
も
試
合
の

応
援
の
と
き
な
ど
に
、
こ
う
し

た
マ
ー
ク
付
き
の
品
々
を
身
に

つ
け
た
り
し
ま
す
。

会
員
募
集

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
で

は
、フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ「
Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ
Ｖ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
」の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈
郵
便

局
、
市
役
所
１
Ｆ
受
付
な

ど
に
設
置
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
入
会
金
を
添

え
、
お
近
く
の
郵
便
局
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ああ
なな
たた
もも
徳徳
島島
ヴヴ
ォォ
ルル
テテ
ィィ
スス
のの

ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー
にに
なな
りり
まま
せせ
んん
かか

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
徳
島
ヴ
ォ

ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社
�
（
６

６
６
）
２
２
３
２
、
企
画
調

整
課
�（
６
２
１
）５
０
８
５

このたび、徳島ヴォルティス
が、四国初のプロサッカーチー
ムとして、Jリーグに参戦する
こととなり、徳島市にとっても
非常に明るいニュースであると、
大変うれしく思っております。

Jリーグの基本理念である地域に根ざしたスポーツク
ラブの誕生は、単にスポーツの振興に留まらず、社会全
体に活力と感動を与えるものと考えております。
しかし、その活動は、それを支える市民の皆さまのお

力添えなくしてはできるものではございません。
市民の皆さまの温かいご支援が、行政や企業の支援と

相まって、一つの大きな渦となり、徳島ヴォルティスが
活躍できますよう願っております。

徳徳徳徳島島島島ヴヴヴヴォォォォルルルルテテテティィィィススススのののの
活活活活躍躍躍躍をををを祈祈祈祈念念念念ししししてててて文

化

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

「「「「
阿阿阿阿
波波波波
おおおお
どどどど
りりりり
鳴鳴鳴鳴
りりりり
物物物物
教教教教
室室室室
」」」」

徳
島
の
伝
統
文
化
で
あ
る
阿

波
踊
り
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
和
太

鼓
、
鉦
（
か
ね
）、笛
な
ど
を
使

っ
た
阿
波
お
ど
り
の
鳴
り
物
教

室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

﹇
と
き
﹈

前
期＝

１
月
２９
日
�
、
３０
日
�

後
期＝

２
月
５
日
�
、
６
日
�

※
各
日
と
も
１３
時
〜
１５
時

﹇
と
こ
ろ
﹈
阿
波
お
ど
り
会
館

４
階
活
動
室

﹇
講
師
﹈
藍
吹
雪

﹇
定
員
﹈
前
後
期
と
も
各
５０
人

（
先
着
順
）

﹇
参
加
費
﹈
無
料

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈
１
月
２５
日

�
ま
で
に
、
名
前
、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
希

望
日（
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
）

と
楽
器
（
複
数
可
）
を
、
徳
島
城

博
物
館
�
（
６
５
６
）
２
５
２

５
、
�
（
６
５
６
）
２
４
６
６
、

Ｅ
メ
ー
ル
（johaku@

tk２
.nm
t.

ne.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
、
当
館

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

徳島市長 原 秀 樹

昨年末、四国大学で開かれた徳島子ども俳句の会

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
徳
島
城

博
物
館
�
（
６
５
６
）
２
５

２
５

スタンプカードを手に阿波おどり会館から眉山山頂や徳島城博物館までの市内を散策し、
３カ所以上で押印すれば郷土料理を試食することができます。
［期間］２月１日�～３月６日� ［対象］期間中、阿波おどり会館でセット入場券（ミ
ュージアム・昼間のおどり公演・ロープウェイ）を購入した人。
［スタンプの設置場所］阿波おどり会館、眉山ロープウェイ山頂駅など９カ所
［選択できる郷土料理（試食場所）］
◆そば米雑炊（眉山山頂「レストハウス眉山」）
◆焼きもち（阿波おどり会館１階「あるでよ徳島」）
◆祖谷そば（阿波おどり会館５階「阿波の華」）
（試食時間は、１０：００～１７：００）
※このほか徳島城博物館への入館（ただし月曜日

は休館）、くじ引きによる特産品のプレゼントなどの
特典もあります。また、７カ所以上押印された人は、
ペア宿泊券が当たるWチャンスに応募できます。
［問い合わせ先］阿波おどり会館 �６１１－１６１１、（URL）http : //www.awaodori-kaikan.jp

ススタタンンププララリリーーでで郷郷土土料料理理をを味味わわおおうう！！阿 波
おどり
会 館

徳島城博物館
そそそそそそそそばばばばばばばば米米米米米米米米雑雑雑雑雑雑雑雑炊炊炊炊炊炊炊炊をををををををを食食食食食食食食べべべべべべべべててててててててみみみみみみみみなななななななな～～～～～～～～いいいいいいいい

◆投扇興大会
［とき］１月１６日� １３：００～１６：００
（当日１２：００～１２：４５に受け付け）
［対象］小学生以上

◆琴・尺八合同弾き初め会
［とき］１月２３日� １３：３０～１６：００
［出演］藤本玲箏曲スタジオの皆さ
んほか

［入館料］大人３００円、高校・大学生２００円、中学生以下無料
［問い合わせ先］徳島城博物館 �６５６－２５２５

き

き

い

い

編集 広報広聴課 �（０８８）６２１－５０９１ �（０８８）６５５－９９９０ e-mail : koho@city. tokushima. tokushima. jp


